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合同会社てんコロ．

代表 佐々木恭子（気象予報士）

☆大学卒業後、テレビ番組制作会社入社
（バラエティー番組のディレクター担当）

☆2007年に気象予報士の資格を取得
民間気象会社で自治体防災向けや道路向けの
予報業務など

☆現在は予報業務に加えて、気象予報士資格取得
スクールや気象予報士向けスキルアップ講座など
主催・講師



2022年6月1日 線状降水帯予測の開始

令和4年5月31日 気象庁報道発表資料
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大雨と落雷及び突風に関する福岡県気象情報 第５号
令和４年７月１５日１０時３３分 福岡管区気象台発表

九州北部地方では、１５日夜から１６日午前中にかけて、線状降水帯が発生して
大雨災害の危険度が急激に高まる可能性があります。福岡県では、１６日明け方に
かけて、土砂災害、低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に注意・ 警戒してください。

線状降水帯
発生せず

東北（宮城）で大雨
記録的短時間大雨情報など

2022年7月15日～16日 初めて線状降水帯予測発表



2022年7月18日 2度目の線状降水帯予測発表



大雨と落雷及び突風に関する福岡県気象情報 第３号
令和４年７月１８日１６時３９分 福岡管区気象台発表

長崎県壱岐・対馬では、線状降水帯による猛烈な雨が続いています。九州北部地方では、引き続き１９日午前中に
かけて線状降水帯が発生して大雨災害の危険度が急激に高まる可能性があります。筑後地方を中心に土砂災害、
低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に警戒してください。

線状降水帯発生

線状降水帯発生後に
情報の発表

2022年7月18日 2度目の線状降水帯予測発表

顕著な大雨に関する長崎県気象情報 第１号
令和４年７月１８日１５時０９分 長崎地方気象台発表

長崎県壱岐・対馬では、線状降水帯による非常に激しい雨が同じ場所で
降り続いています。命に危険が及ぶ土砂災害や洪水による災害発生の
危険度が急 激に高まっています。



積乱雲のバックビルディングでできる

線状降水帯 風上側で次々と積乱雲が発生して連なり
同じような場所を通過することでできる

線状の雨域



線状降水帯により
狭い範囲で
集中的に雨が降る

集中豪雨

線状降水帯の発生場所・日時は
正確な予測が難しい

・地方単位の発表で4回に1回程度の的中率
・情報を発表していなくても線状降水帯が発生する
確率（見逃し）は3回に2回程度



線状降水帯の予測が難しい理由…積乱雲

限界まで発達してかなとこ雲ができる

唯一、雷をともなう雲

１つの積乱雲に25mプール1万杯の水
『すごすぎる天気の図鑑』（荒木健太郎/ＫＡＤＯＫＡＷＡ）より



積乱雲一つの水平スケール 数km～十数km

積乱雲の
成長過程

積乱雲一つの寿命は30分～1時間

寿命が短く、局地的な現象のため
現在の天気予報の技術では十分に表現できない



線状降水帯の予測が難しい理由…積乱雲

線状降水帯のメカニズムに
未解明な点が多い

難しいからできない…などと言ってはいられない



2017年「平成29年７月九州北部豪雨」

平成29年7月14日 気象庁気象研究所報道発表

7月5日～6日
福岡県朝倉市朝倉、

大分県日田市日田などで、
最大24時間降水量が統計開始以来の
１位の値を更新する記録的な大雨

島根県、福岡県、大分県に
特別警報を発表

河川の氾濫、浸水害、土砂災害等、
福岡県で死者22名、行方不明者１名、

大分県で死者３名



球磨川が氾濫

球磨川

2020年「令和2年7月豪雨」



球磨川周辺
1時間雨量100ミリ以上

24時間で約600ミリ

2020年「令和2年7月豪雨」



2021年6月～「顕著な大雨に関する気象情報」開始

大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている中で
線状の降水帯により非常に激しい雨が同じ場所で実際に降り続いている状況を

「線状降水帯」というキーワードを使って解説する情報

顕著な大雨に関する気象情報を補足する
「線状降水帯」の表示

（背景）
「線状降水帯」による大雨が災害発生に
つながる危険な現象であるとの認識が

社会に浸透してきた



予測が難しい線状降水帯

予測精度の向上を目指し、線状降水帯の実態解明のための
集中観測、数値予報技術の開発に乗り出したとこ！

線状降水帯のメカニズムに
未解明な点が多い



精度良く予測ができる「台風」

2022年9月5日（8時30分） 気象衛星可視画像

台風11号

・日本の南の海上（海面水温26～27℃以上）で発生
・積乱雲が複数集まり、渦運動を始めた「熱帯低気圧」
のうち、最大風速が17.2m/s以上に達したもの
・対流圏中層の風にしたがって移動
・日本への接近・上陸は、7月～9月ごろが多い



台風による大雨

台風接近前から
大雨

箱根

令和元年東日本台風（2019年台風19号）



箱根
日降水量922.5ミリ

（歴代1位）

台風による大雨

令和元年東日本台風（2019年台風19号）



地球温暖化による
気候変動の影響

気象災害がさらに
激甚化するおそれ



この夏の日本の平均気温は統計開始以来最も高かった

1898年の統計開始以降で
最も高かった2010年（+1.08℃）を

大きく上回り、
夏として最も高くなった（+1.76℃）

令和5年9月1日 気象庁発表



世界の異常気象

・コルドバ（スペイン南部）7月12日・13日→最高気温43.6℃
・トゥールーズ（フランス南部）7月17日→最高気温39.4℃
・コニングスビー（イギリス東部）7月19日→最高気温40.3℃
（これまでのイギリスにおける最高気温の記録（38.7℃）を更新）

ヨーロッパ西部を中心とした顕著な高温（令和4年7月22日発表）
気象庁 https://www.data.jma.go.jp/gmd/cpd/monitor/extra/extra20220722.html

気象庁『世界の異常気象』



世界の異常気象
ヨーロッパ西部を中心とした顕著な高温（令和4年7月22日発表）
https://www.data.jma.go.jp/gmd/cpd/monitor/extra/extra20220722.html

（左）2022年7月12日～20日における9日間で平均した上空1500m付近での気温の平年偏差（上図及び下図の陰影）
（右）上空5800m付近での気圧配置（上図の等値線）及び上空1500m付近での風の分布（下図の矢印）

偏西風の蛇行に伴って
ヨーロッパ西部付近では

北アフリカ付近を中心とした
背の高い高気圧に覆われ、
南からの暖かい空気が
流れ込みやすかった

顕著な高温の背景には、

地球温暖化に伴う全球的な
気温の上昇傾向も影響

気象庁『世界の異常気象』



世界の異常気象
パキスタンの大洪水（死者1300人超）

長期間続く雨（6月～） 氷河湖決壊による洪水

偏西風の蛇行による
パキスタン北部（ヒマラヤ周辺）の

温度上昇

2022年3月～5月

気象庁『世界の月ごとの異常気象』



世界の異常気象
パキスタンの大洪水（死者1300人超）

長期間続く雨（6月～） 氷河湖決壊による洪水

2022年7月

気象庁『世界の月ごとの異常気象』

・氷河の融解
・周辺海域の海面水温が平年より低いため
内陸に風が吹き込み、雲が発達



日本の天候に影響を与えるさまざまな要因

テレコネクション

エルニーニョ

太平洋



過去40 年の気温上昇量を除去した実験に比べ
除去しない実験のほうが降水量が多くなった

令和2年7月豪雨

７月３日～４日の熊本県を中心とした大雨を対象
近年の気温上昇量を除去した事例と除去しない事例について

高解像度の気象モデルを用いて再現実験

熊本県を中心とした大雨においては

近年の気温上昇によって
降水量が増加した可能性を示唆

気象庁報道発表資料



令和3年8月11日～19日の前線による大雨

西日本から東日本の広い範囲で大雨となり
総降水量は多いところで1200 ミリを超える記録的な大雨

佐賀、長崎、福岡、広島で大雨特別警報発表

８月12日～14日の西日本を中心とした大雨
温暖化に伴うこれまでの気温上昇量がなかったと仮定した場合と

現在の実際の気候を反映した場合のそれぞれについて
高解像度の気象モデルを用いて再現実験

現在の気候状態を反映した実験のほうが、
降水量が明らかに多くなった（特に九州地方）

西日本を中心とした大雨において
地球温暖化に伴う気温上昇によって
降水量が増加した可能性を示唆

気象庁報道発表資料



猛暑日（最高気温35℃以上）が増えている

気象庁ウェブサイト https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn.html

細線（黒）：各年の平均気温の基準値からの偏差、
太線（青）：偏差の5年移動平均値、
直線（赤）：長期変化傾向。
＜基準値は1991～2020年の30年平均値＞



地球温暖化の影響で極端な大雨の増加

気象庁ウェブサイト https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/extreme/extreme_p.html

1時間降水量50mm以上の雨（非常に激しい雨）
年間発生回数

1時間降水量80mm以上の雨（猛烈な雨）
年間発生回数

飽和水蒸気圧の増加
（気温1℃上昇につき、７％増加）



出典：文部科学省及び気象庁「日本の気候変動2020」 https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/2020/pdf/cc2020_gaiyo.pdf

・ここ40年で、東京に接近する数が増加
・日本付近で速度が遅くなる将来予測も



気候変動への対応

緩和策

出展：環境省（2020）「気候変動影響評価報告書」

温暖化を止める
1.5℃目標達成のために

CO２排出実質ゼロを目指す
そのための行動

重大性：気候変動の影響の大きさ
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気候変動への対応

緩和策

出展：環境省（2020）「気候変動影響評価報告書」

温暖化を止める
1.5℃目標達成のために

CO２排出実質ゼロを目指す
そのための行動

ほとんどの業界で
気候変動の影響を大きく受ける



このまま何もしなければ…
経済が破綻する

4℃上昇シナリオ（RCP8.5）



気候変動への対応

緩和策

出展：気候変動アクションガイド

温暖化を止める
1.5℃目標達成のために

CO２排出実質ゼロを目指す
そのための行動



緩和策

温暖化を止める
1.5℃目標達成のために

CO２排出実質ゼロを目指す
そのための行動

出展：気候変動アクションガイド



出展：気候変動アクションガイド



出展：気候変動アクションガイドより



気候変動への対応

適応策緩和策

温暖化を止める
1.5℃目標達成のために

CO２排出実質ゼロを目指す
そのための行動

変わる気候に適応する
そのための対策も必要



線状降水帯を精度よく予測するのは難しいが…





防災に対して、
高い意識を持ち続けることは困難…

①ビジネスを成功させる・得するために使う

②生活を豊かにするために使う

防災のために
気象情報を使うのではなく

結果的に、この先に防災がある



気象庁ウェブサイトの見方の例

まずは
防災情報から
自分の居る場所

知りたい場所を選択



気象庁ウェブサイトの見方の例

「大雨・大雪」から
注意報・警報

気象情報をチェック

レベル４までに、安全確保！



自分の居る場所にどの程度の危険が
迫っているのか？「キキクル」

雨雲の動き キキクル（危険度分布）

土砂災害 洪水

今後の雨



ハザードマップで、その場所の危険を把握しておく

『ハザードマップポータルサイト』
https://disaportal.gsi.go.jp/



ハザードマップで、その場所の危険を把握しておく

河川が氾濫したとき
浸水が想定されるところは？

深さは？

＜事前にやっておくこと！＞
☆防災バッグの用意
☆どんな災害（洪水・土砂災害など）のときにどこへ避難するか？
（ハザードマップを使用。「避難所」へ行くだけが避難ではない）

☆万が一のときの家族の行動を決めておく（連絡方法、各自避難）



防災意識を高く保ち続けよう！

なかなか難しいし、疲れる



雨上がりに（高確率で）虹に出会うために

虹は、雨上がりに太陽を背にして
雨の降っているほうの空に見える



気象庁ウェブサイト
「雨雲の動き」

観天望気＋気象情報の利用で
局地的な大雨による

浸水害や土砂災害の危機回避

リアルタイムのレーダーの雨量情報
どこに強い雨雲があるか、どちらに動くのかがわかる



積乱雲の観天望気

観天望気とツールを使って危険を回避！

「大気の状態が不安定」「ところにより雷」「竜巻」
積乱雲登場のキーワード

短時間強雨による浸水害・土砂災害の回避には



積乱雲による天気急変の観天望気

積乱雲の頭の「かなとこ雲」から広がってくる
濃密巻雲



積乱雲による天気急変の観天望気

積乱雲の進行方向前面に現れる
乳房雲



低気圧が接近しているかも知れない
天気予報をチェック



空や雲に興味を持つ、親しむことから

（意識しなくても）
自然と防災ができている



気候変動に伴う
異常気象とその対応

合同会社てんコロ．
佐々木恭子

2023.09.30







Twitterに投稿されたもの



2022年4月14日に
うちのベランダから撮影した「すじ雲（巻雲）」



Twitterに投稿されたもの



2012年3月31日に
富士急ハイランドで撮影した「レンズ状高積雲」






